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平

城

宮

跡

第

９

・
1
0
次

発

掘

調

査

概

要

昭

和
3
7
年

度

に

お

け

る

特

別

史

跡

［

平

城

宮

跡

一

の

発

掘

調

査

は

、

第

９

・
1
0

・

］１１
次

の

３

回

に

わ

た

り

、

発

掘

総

面

積

は

｝
に

ア

ー

ル

に

達

し

た

。

第

９

次

調

査

は

、

現

国

有

地

の

北

端

に

あ

る

発

掘

調

査

事

務

所

西

方

（

　６
　Ａ
Ａ

Ｑ

―

Ｃ
　
■　
Ｅ

地

区

）

の

倉

庫

増

設

予

定

地
1
6

ア

ー

ル

を

発

掘

し

た

。

調

査

は

昭

和
3
7
年

４

月

一
１１
日

よ

り

は

じ

め

、

８

月

に

は

遺

構

検

出

と

実

測

記

録

を

完

了

し

た

。

第
1
0
次

調

査

は

「

第

２

次

内

裏

一

地

区

西

北

方

に

あ

た

る

通

称

一

条

通

り

の

北

側

の
4
0
ア

ー

ル

の

地

域

（
　６
　Ａ

Ａ
Ｏ

―

Ｐ
　
･　Ｑ

　
･　Ｒ
｢
　
６
　Ａ
Ｂ
Ｂ
-
（
‥い
地

区

）

で

、

昭

和
3
7
年

７

月

１１‥（
日

か

ら

‥Ｈ
月
2
7

日

に

か

け

て

お

こ

な

っ

た

。

第

且
一
次

調

査

は

、

第
1
0
次

調

査

地

域

の

東

西

両

側

の
5
6
ア

ー

ル

の

地

域

（

６
　Ａ

Ａ
（
）－

ｒ

・

之

・
（
）
｢　
６
　Ａ

Ｂ
Ｂ
―

Ａ

　
･　Ｂ
　
･　Ｃ

･
　
Ｕ
　
･　
Ｅ
地

区

」

で

、

昭

和
3
7
年
1
1
1
1

一
月

日

か

ら

開

始

し

、

現

在

継

続

中

で

あ

る

。

こ

ｘ

で

は

調

査

の

完

了

し

た

第

９

・
1
0
次

調

査

の

概

略

を

述

べ

る

こ

と

に

す

る

。

１
、
第
９
次
調
査

発
見

遺
構
は
、
建
物
９
棟
・
柵
２
列

で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
が
少

く
と
も
６

回
に

わ
た
っ
て
造

営
さ

れ
た
も
の
で
あ

る
こ

と
が

わ
か
っ

た
。

平
城
宮
造

営
以
前
の
遺
構
と
し
て
、
古
墳
∽
Ｘ
に
皀
の
周
濠
が
あ

る
。
こ
れ
は
冨

忠

年
度
年

報
で
報
告
し

た
も
の
の
西
延
長
部
に
あ
た
り
、
幅
約
2
0
m・
深

さ
１
．
６
ｍ

で
、
濠
周
縁
に
す
之
つ
け

ら
れ
た
円
筒
埴
輪
を
２
個
所
で
検
出
し

た
。

さ
ら
に
、

建歴

造
　
物
　
研
　
究

史
　

研
　

究

室室

発

掘

地

域

外

に
お

い
て

も

周

濠

跡

の
電

気

探
査

を

お

こ
た

い
、

こ

れ

が
大

極

殿

付

近

に
ま

で

達

す

る

全

長
1
0
0
m、

後
円

部

径
5
5
m
、
前

方
部

幅
6
0
m
ほ
ど

の

前

方

後

円

墳

の

周

濠

で

あ

る

こ

と

を
知

っ

た
。

平

城

宮

の

遺

構

と

し

て

は

、

第
２

次
内

裏

以

前

に
掘

立

柱

柵
Ｓ
Ａ
２
５
１
　
･　Ｓ
Ａ
４
６
１
、

建

物
∽
口｛

回

（
柱

間

は

桁
行

で

１９一
＋
1
0
＋
1
0
＋
1
0
＋
1
2
尺

、
梁

間
1
1
1
1

一
尺

）

が
順

次

造

営

さ

れ

て

い

る
。

今

回

の
調

査

地

域

内

で

は
、

’」
れ

ら

の
遺

構

と

同

時

期

に
造

営

さ

れ

た

も

の

は
検

出

さ

れ
て

卜
な

い
。

第
２

次
内

裏

の
遺

構

と

し
て

は
、

内

裏

中

軸

線

上

に
正

毆

Ｓ
Ｂ
４
５
０
Ａ

と

そ

れ

を

改

築

し

た

切
ま
へ
回

円

か
重

複

し
て

発

見

さ

れ
、

そ

の
南

東

に
南

北

棟

建

物

Ｓ
Ｂ
４
４
０

が

あ

っ

た

。

Ｓ
Ｂ
４
５
０
Ａ

は

、
９

間

×
５

間

（
桁

行

柱

間

各
｡
9
m
・
梁

行

柱

間

各
９

ｍ

）

東

西

棟

掘

立
柱

建

物

で
、

７

聞

×
３

間

の

母

屋

の

４
面

に

廂

を

め

ぐ

ら

し

、

南

と

北

に
素

掘

り

の
雨

落

溝

が
残

存

し

て

い

た
。

改

築

後

の
７
五

回

に

は

、
同

じ

く

掘

立

柱

建

物

で

前
面

と

側
面

を
Ａ

と
揃

え

、

母

屋

の
梁

間

を

２

間

に
し

て
北

に

梁

間

パ
ー
ｍ

の

孫

廂

を

設

け

た
平

面

と

な
っ

て

い

る
。

Ａ

・
Ｂ

と

も

に

床
束

柱

の
予

想

さ

れ

る

位
置

は

す

べ

て

他

の
時

期

の
柱

穴

と

重

複

し

、

判

別

し

べ

た

卜
も

の

が

多

い
が

、

一

応

床

張

り

の
建

物

と
み

ら

れ

ろ
。
７
に
轣
さ

は
５

間

×
２

間

（

柱

間

各

｡
9
m）

南

北

棟
建

物

で
、

第

６

次

調

査

検

出

の

∽
回

目

と

同

一

南
北

線

上

に
配

置

さ

れ

て

い

る
。

２
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第２
次
内
裏
以
後
に
造
営
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
正
殿
の
南
に
接
し
た㎝
ゆ

まツ
正
殿
北
半
に
重
複
し
て
発
見
さ
れ
たＳ３４５２
'その
南
に
あ
る
帥∽
き`
の
３

棟
が
あ
る
。
こ
の
３
棟
が
同
時
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、
ま
たは
先
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き
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は
正
殿
の
南

雨
落
溝
と
北
側
糺
穴
列

が
重
複
し
て
検
出
さ

れ
、
９
間
×
４
間（
糺

問
各
.
9
m
）
東
西
棟
掘

立
糺
建
物
で
、
７
間
×

３
間
の
母
屋
の
東
・
北

・
西
の
３
面
に
廂
を
も

つ
特
異
な
平
面
の
も
の

で
あ
る
°　ＳＢ４５２
は
９

問
×
３
間（
糺
間
各
３

ｍ
）
北
廂
つ
き
の
東
西

棟
建
物
で
あ
り
、
Ｊ
帥卜

皀
は
５
間
×
２
間（
柱

間
各
３
ｍ
）
南
廂
つ
き

の
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で
あ
る
．
二
の

２
棟
の
建
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い
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朧

べ 卜IJI
宍
言 言 回1范j

…… …
… …
……1 11

‘ … … ……
゛11｡
゛F ゛yl牟

とj211jj゙

]
裲4Ujdl

万二l　i ‥ ‥‥ ‥ ‥|
… … … …　 … …

図惣G1

1ﾉ-Jﾌﾟ1卜|とjｿﾞ]レjl 宍Jj､JI諺 瘋 二?112 とjWl・-1.。。 。し2-,|こ。,。,S。　　　　 黻
| 謔jl,jU鯔' 二……l卜ヽ ll====貶,l'i=jJ･i｀;颱ﾐ=瀛j ……,i……1･=ｎ`圄1ﾐj……･　　　 臨ぎ二万，　　　 諤難

)回11,',111
…
…･;｡^I' ｡

……;

に 況 ’゙

一

難]ly.1.7'4

二･二ごi.…゙…

゛゙ 'j'謡

ま｡-,･｡11.1'
゛i

腮 』191 §1

………i 尚`

尚,･･'
……

……|lj

………1 91-,l'……

jjli§lS………篏ﾔﾀ 。４……騾11 ， ゙`  ・，l願ﾐﾚ･,1･眉 默……皆1yぺ･y……… ……礁漢･

一　心Ｆ司匡=亅よﾌﾟ

ﾉ。｡
。
ｽﾞ1--うj゙ '?1哨i゙ 7

才

↓-　一一一一ｺ.-_

-



奈良国立文化財研究所年報

２
棟の
柱
穴
の
八
で
あっ
た
。こ
の２
棟
は
礎石
を
す
え
た
儿
葺
の可
能
性
七
あ

る
。
ま
た柱
間
七
同
じ
で
あ
り、
同
時
に
造
営
さ
れた
もの
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
述
べ
たよ
う
に、
今
回
の
調
査で
内
裏
中
心
部
の
建
物
の
位置
規貶
が
知

ら
れ、
第３・
６
次
の
調
査
成
果
と
綜
合
して
、
第２
次
内
裏
南半
地域
の
変
造

と配
置
計
画
加
あき
ら
かに
なっ
た
。

第２
次内
裏
は
、東
西
1
8
4
m

、
南
北
1
8
7
m

の
はｙ
正
方形
に
近
卜地域
を
築
地

回
廊で
かこ
み
、
そ
の
中
央
南
部
に
北
は
掘
立
柱
複
廊で
限
り
、東
西
は
築地
回

廊
南面
廊
に接
続す
る
掘立
柱
単
廊で
かｙ
」ん
だ
東西
8
1
m

・
南北
7
7
m

の一
郭

が
あ
る
。こ
の
掘
立柱
回
廊で
かこ
ま
れ
だ一
郭で
は
、中
央
北
部
に内
裏正
殿

、か
位置
し
、
南
よ
り
に
掘
立柱
回
廊に
そっ
て
南
北
棟の
建
物
が
あ
る
。こ
の
状

況
は、
平
安宮
内
裏
の
紫
宸
殿
付
近
の配
置
、
す
な
わ
ち
、
築
地回
廊
南面
中
央

の
承明
門
を入
る
と、正
面
に
紫
宸
殿
、
東
に
耳
陽・
眷興
殿
、西
に
校
書・
安

福毆
が
あっ
て
前
庭
を
とり
ま
いて
卜
るの
と
酷似
して
卜る
。
相異
点
は平
安

内
裏の
東
西４
殿
の
位
置
に
掘
立
柱
回
廊
が
あ
り
、４
毆
に
相当
す
る南
北
棟
建

物
が回
廊内
旨配
置
さ
れて
卜る
点て
あ
る
。
こ
れ
に
よっ
て
、ｙ
Ｅ
呂
は平
安

宮の
紫
宸殿
、ｘ
日
吉は
その
匠陽
殿
の
前身
に
あ
たる
もの
とみ
ら
れ
る
。

第３
次調
査
て
発
見
され
た築
地
回
廊と
掘
立
柱
回
廊
の間
の３
凍の
建
物
七
、

柱
間
寸
法
、
配
置
状
況
から
」ぺて
、
内
裏
殿
舎
と入
ら
れ
る
。

こ
れ
らの
内
裏
址
物の
配
置
は
、
1
0
尺
方
眼
の
地
割の
上
に
割
りっ
け
た
と入

ら
れ
る
もの
で
、
内
裏
造営
の
計
画
性
がう
かが
わ
れ
る
。こ
の
配
置
の
大
筋
ぱ、

平
城宮
第２
次
内
裏・
平
安
内
裏
の
ほ
か
難
波
宮
聖
武
朝内
裏
に
も共
通
して
い

る
とこ
ろ
で
あ
る
。し
かし
、
そ
の
細
部で
は
各
々
に
変
化
がみ
ら
れ、
例え
ば、

正
殿の
大
き
さ
が難
波
で
は９
間×
４
間
、平
城
第２
次で９
間×
５
間
、平
安

で
ぃ１１（
聞
×
５
間
と
大
き
く
た
る
。
こ
れ
は
、
大
極
殿
が
藤
原
宮
で
７
間
、
平
城・

難
波・
長
岡
宮
で
９
間
、
平
安
官
で
ぃ
1
1
1
1

間
と
桁
行
が
大
き
く
な
る
の
と
同一
の
傾

向
で
あ
る
。

平
城
宮
第
２
次
内
裏
正
殿
で
ぱ、
そ
の
柱
穴
か
ら
全
く
瓦
が
出
土
せ
ず
、
平
安

宮
紫
宸
殿
と
同
じ
く
桧
皮
葺
で
め
っ
た
可
能
性
が強
卜。
し
か
し
、
平
安
宮
紫
宸

殿
に
人
え
る
貧
子
縁
や
階
な
ど
の
痕
跡
は
確
認
す
るこ
と
が
で
き
な
かっ
た
。

第２
次
内
裏
は
、
聖
武
天
皇
が

恭
仁・
難
波
と
遷
都
し
、
さ
ら
に

平
城
に
還
つ
だ
古
平
1
8
年
直
後
の

造
営
に
か
ｉ
る
も
の
と
み
ら
れ
、

官
衙
地
域
の
遺
衙
編
年
の
町－
１

期
に
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
内
裏
以
前
に
も
、
朧
や
建
物

が
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
用
途

は
不
明
で
、
今
後
の
調
査
に
ま
た

ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
内
裏
以

後
に
造
営
さ
れ
た
建
物
は
、
あ
る

卜
は
平
城
上
皇
期（
官
衙
地
域
の

ｍ
期
）
の
造
営
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
明
確
で
な
卜。
（
沢
村
　
仁
）

第３図　Ｓ B 5 4 0建物
４
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一
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一

２
第
1
0次
調
査

発
見
し
た
主
な
遺
構
は
、
建
物
１１（
棟・
門
１
棟・
築
地
塀
２
面・
柵
状
柱
穴
列

一
列
な
ど
で
あ
る
。
建
物
は
す
べ
て
掘
立
柱
式
の
も
の
で
あっ
た
が
、
１
棟
の
み

途
中
で
礎
石
に
い
れ
か
え
た
と
み
ら
れ
る
もの
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
構
は
、
掘

平
城
宮
跡
第９・
1
0
次発
袒
調
査
概要

０

第４図　第10次調査実測図

立
柱
の
重
複
状
況
か
ら
判
定
さ
れ
る
前
後
関
係
や
配
膠
状況
函
ら４
弋
、
少
く
と
　。‐
。『ｊ

も
３
回
に
わ
たっ
て
造
営
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
Ａ
期
〕
　`ｙ
圃圃１
０
地
区
で
検
出
さ
れ
た５
間
×
１
間（
柱
間
は
桁
行
で
9
7
1
m

、

梁
間
パーｍ
）
南
北
棟
の
建
物ＳＢ４９７
が
造
営
さ
れ
た
時
期
で
、
こ
れ
以
外
に
同
期

の
遺
構
は
今
回
の
調
査
地
域
で
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

〔
Ｂ
期
〕
　この
地
域
で
最
初
に
大
規
模
な
造
営
が
おこ
な
わ
れ
た
時
期
で
あ
る
。

ま
ず
、
調
査
地
域
の
南
よ
り
と
中
央
に
築
地
塀
ＳＡ４８８　■　５０５
築
か
れ
、
’」の

築
地
塀
に
か
こ
ま
れ
た
Ｉ郭
の
な
か
に
ＳＢ５０１　
･
　５４０
造
営
さ
れ
た
。
築
地
塀

ＳＡ４８８
ふ
０５は
、いＩｍ
の
間
隔
で
平
行
す
る２
条
の
素
掘
り
の
溝
の
間
が
や
Ｉ

高
く
残
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
第
Ｈ
次
調
査
で
こ冫
冫（
）九ｘ
地
区
東
端
ま
で
連

続
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
卜
る
。
こ
の
築
地
塀
の
西
南
隅
に
は
南
に
開
か
れ
た

門７に
畠？
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
遺
構
と
し
て
３ｍ
の
間
を
お
卜て
東
西
に

配
さ
れ
た２
個
の
柱
穴
と
そ
の
南
北
に
玉
石
溝
の
底
石
が
検
出
さ
れ
た
。
ま
た
、

ｓ
冫
呂
Ｊの
南
端
か
ら
北
約
2
3
m

の
位
置
に
、
長
さ
約
穴一ｍ
断
面
Ｕ
字
形
の
木
樋
を

用
卜
だ
暗
渠
が
築
地
塀
を
横
断
し
て
卜
だ
が
、
こ
の
暗
渠
設
置
は
次
の
Ｃ
期
の
こ

と
か
も
し
れ
な
い
。ｓ
冫へ
回
の
南
溝
はｓ
冫
丿呂
の
西
溝
と
合
流
し
て
さ
ら
に
西
へ

延
びて
お
り
、
第
‥Ｈ
次
調
査ｐ
　６Ａ１３Ｂ
-Ｅ
地
区
の
南
北
溝
に
流
入
し
て
い
る
こ

と
が
知
ら
れ
た
。

築
地
塀
内
で
発
見
さ
れ
たＳＢ５０１
は
、
７
間
×
４
間（
柱
間
各
約
３ｍ
）
で
４

面
に
廂
の
っ
く
東
西
棟
建
物
で
あ
る
。
身
舎
棟
通
り
に
床
束
柱
の
掘
り
か
た
と
み

ら
れ
る
小
穴
列
が
あ
り
、
床
張
り
の
建
物
で
あっ
た
と
み
ら
れ
る
。ＳＢ５１０
は
3
6

mの
間
隔
を
お
い
て
ＳＢ５０１
の
北
に
発
見
さ
れ
た
1
7
間
×
２
間
の
東
西
棟
建
物
で
、

東
７
間
分
は
第
１１一
次
調
査
で
確
認
し
’匸
柱
間
は
桁
行
梁
行
と
も
に
約
３ｍ
だ
が
、
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西
端
第
１
間
の
桁
行
柱
間
の
み
は２．７ｍ
で
あ
る
。
西
第
８
柱
列
の
棟
通
り
の
位
置

に
間
仕
切
り
の
た
め
と
み
ら
れ
る
小
柱
穴
が
あ
り
、
間
仕
切
り
以
酉
の
身
舎
内
に

浅
い
小
穴
か
ら
な
る
性
格
不
明
の
構
造
物ＳＢ
 ５４１
あ
る
。

築
地
の
外
で
は
、∽
冫
心函
の
南
約
７ｍ
に
東
西
柱
穴
列∽
冫｛
淺（
柱
間
各
約
３

ｍ
）
が
あ
る
。
こ
の
柱
穴
列
は
第
２
次
内
裏
内
郭
北
面
築
地
回
廊
の
北
雨
落
溝
の

９７１ｍ
北
に
位
置
し
て
い
る
。
西
は
北
面
廊
西
端
付
近
か
ら
始
ま
り
、
第
1
1
次
調
査

の
Ｎ
地
区
東
端
まで
追
跡
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
東
に
延
び
る
も
の
と
お
も
ね
れ

る
。
こ
の
柱
穴
列
の
４
柱
間
分
は
築
地
回
廊
北
面
廊
の
３
柱
間
分
と
同
寸
尺
で
、

各
々
柱
通
り
が一
致
す
る
ら
し
く
、∽ｙ｛
ま
は
北
面
廊
と
構
造
的
に
密
接
に
関
連

す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
Ｃ
期一
　こ
の
期
に
は
、ＳＢ５０１
は
廃
絶
し
、
そ
の
位
置
にＳＢ５０２
が
造
営
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
建
物
は
５
間
×
４
間（
身
舎
柱
間
各
約３ｍ
、
廂
梁
間
約
3
.
6
m

）

の
南
北
棟
で
、
身
舎
の
東
西
に
廂
が
つ
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
建
物
の
西
側
柱

列
は
築
地
塀∽
冫
呂
いの
中
心
線
上
に
あ
る
。
あ
る
い
は
、
築
地
はｙ
』の
時
期
に
も

存
続
し
て
お
り
、
そ
の一
部
を
改
造
し
て∽
日
活
を
建
て
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

３冫
呂
いの
暗
渠
も
、∽
灰
忠
の
建
造
に
よっ
て
、
東
溝
の
位
置
が
ふ
さ
が
れ
る
た

め
、
北
か
ら
の
東
溝
の
水
を
西
溝へ
落
す
た
め
の
設
備
と
し
て
土
の
期
に
設
け
ら

れ
た
と
も
み
ら
れ
る
。

∽ヨ
忠
と
棟
通
り
が一
致
し
、
そ
の
北
1
6
m

で
発
見
さ
れ
たＳＢ５１０　
*３間
×

２
間（
桁
行
柱
間
約
３ｍ
、
梁
行
約
にＩｍ
）
の
南
北
棟
建
物
で
あ
る
。

築
地
塀
の
外
で
は
、
び日
皀
の
西
3
5
m

でｘ
Ｅ
宙
の
南
第
１
間
を
検
出
し
た
が
、

こ
の
建
物
は
第‥１１一次
調
査
で
５
間
×
２
間【
柱
間
各
約
い】ｍ
）
の
南
北
棟
建
物
と

全
規
模
が
判
明
し
た
。ＳＢ５２０
５
間
×
２
間（
柱
間
各
2
.
ｍ
）
東
西
陳
建
物
で
、

東
と
南
約
パーｍ
の
位
置
に
廂
の
柱
ま
た
ぱ縁の
束
哇穴
か
と
もみ
ら
れ
る
径
2
0
m
　

6

ほ
どの
小
穴
列
が
各柱
通
り
に
あ
る。こ
の
建
物の
柱
穴
か
ら
は根
固石
様の
玉

石
が
検
出
さ
れ
た
が、
柱
穴
の
眤
は玉
石
よ
り
さ
ら
に深
く
、柱
穴底
から
柱
根

や
礎
板
状
板石
の
検出
さ
れ
た
もの
があ
る
。
’」の
状況
か
らみ
る
と当
初
は掘

立
柱で
あっ
た
もの
をの
ち
に
修
復して
礎石
を据
阡
け
た
も
の
と
み
ら
れ

る。以
上
述
べ
た３
回
に
わ
た
る
造

営
は
平
城
宮
の
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
地
域
に
は
平
城
宮
造
営
以
前

の
遺
構
が
あ
る
。
こ
の
６　Ａ
 Ａ
Ｏ

区
に
は
、
も
と
佐
紀
盾
列
古
墳
群

に
属
す
る
前
方
後
円
墳
が
存
在
し

て
卜
だ
。
こ
の
古
墳
は
、
現
在
の

平
城
天
皇
陵
を
後
円
部
と
し
た
全

長
約
2
5
0
m

の
南
向
き
の
も
の
で
、

調
査
地
域
で
は
そ
の
前
方
部
に
あ

た
る
部
分
と
前
面
の
濠
を検
出
し

た
。
濠
ぱ幅
約
4
5
m

・
深
さ
約
２

ｍ
で
、
両
岸
ぱゆ
る
い
傾
斜
面
で

玉
石
を
敷
卜て
護
岸
と
し
、
底
面

は
素
掘
り
の
ま
ｉ
で
ほ一、、水
平
で

あ
る
。
こ
の
濠
か
ら
南
西
に
の
び

る
溝
辺
呂
丞
は
、
幅
ｌｍ
・
深
さ
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石敷状況岸古墳問滲南第７図

約
にＩｍ
ゐ
り
、
内
乱

は
粘
土
で
にＩＪ寧
に
埋

め
て
お
Ｉリ
、
濠
と
刀

接
触
部
分
で
ぱ
そ
の

埋
土
の
上
を
濠
の
堆

防
砂
土
か
おｘ
つ
て

卜
る
厂
お
そ
ら
く
古

墳
周
濠
掘
鑿
時
の
排

水
溝
と
考
え
ら
れ

る
。
平
城
宮
造
営
に

あ
た
っ
て
よ
、
前
方

部
を
削
。皿」し
、
周
濠

を
埋
め
た
七
の
と
み

ら
衣
る
が
、
周
濠
の

一
部
を
平
城
宮
内
で

苑
池
と
し
て
利
用
し

た
叮
能
性
が
考
え
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
可

否
は
今
後
の
調
査
に
期
待
じ
た
い
。

他
の
地
域で
発見
さ
れて
卜る平
城Ｌ
皇
期の
遺
構
ぽ、
こ
れまで
の
とｙ一
ろ

こ
の
地
域で
は
確
認
さ
れて
いよ
い
が
、
た
ズＪ冫卜回
の
南
溝西
部は
平
城
宮

廃
絶
後七
俘
続し
て
い二‐つし
く
、平
安中
期
の
土
器
の
検
出
を
八
だ
。

発
見・‐上
百
石
二
九：
土肩
二
千三つ乙
二
儿頃
刀
出
土二
万
にまで
乃

つ
冫｛
‘（－
）区
の
調

在
に
お
け
る
も
の
　
　
　
　
　
・

よ・り
も
多
く
、
軒
　
　
　
　
　ＬＩＩ
”

瓦
の
種
類
で
ぱ
、

６３１１
-６６６４
 ａｊ

地
塒
に
用
い
た
小

卯
の
已
ご
　召
弓

と
６３１３
 
６６８５
の

組
合
せ
が
、
出
土

軒
瓦
の
7
0％
近
く

を
し
め
て
お
り
、

い
ず
れ
も
Ｂ
期
の

造
営
に
用
い
ら
れ

た
も
の
と
み
ら
れ

る
。
こ
の
軒
瓦
類

の
出
土
状
況
ぱ
、

第
２
次
内
裏
南
半

地
区
ぶ冫
冫
Ｃ
区

の
調
査
に
お
け
る

そ
れ
と
極
め
て
類

似
し
て
い
る
点
が

注
目
さ
れ
る
。
他

に
刄
瓦
匸
摶
塙
七
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検出
され
た
。
土器
に
は特
に
著し
い
もの
をみ
な
い
が、
こ
れ
まで
の
調
査で

は
極
めて
稀で
あっ
た天
平
宝
字
禾年以
前
に
さ
ふの
ぼ
る
様
式の
もの
を
や
Ｘ

多
く
検
出し
た
。

今
回
の
調
査で
明
らか
に
さ
れ
た３
回
の
造
宮の
う
ち、Ａ
期
の
性
格・
時
期

ば不
明で
あ
る
が
、Ｂ
期
は
、そ
れ
に用
い
ら
れた
とみ
られ
る軒瓦
から
人て
、

第２
次
内
裏
の
造
営
と一
連の
もの
と
考え
ら
れ
る
。
築地
に
劃
さ
れて
い
る状

況
やそ
れ
と内
裏
内
郭と
の
位
置
関
係
か
らみ
て
、内
裏内
郭
を
劃
す
る
築地
回

廊の
北
に
あっ
て
、
内
裏
外
郭
の内
側
に
内
裏
に
関
係
あ
る殿
舎
が
造分
さ
れ
た

もの
とみ
なす
こ
と
がで
き
る
、従っ
て
、
そ
の
時
期
も第２
次
内
裏
造
営の
推

定
年代
で
あ
る天
平
末年
で
あろ
うし
、
官
術
地
域
の
こ冫コ（
）ド
刀
遺
隋編
年

で
は
蒻‐‐‐
―期
に
あ
た
る
もの
で
あろ
う
。

瓦鬼第９図

Ｃ
期
の
造
営
よ
、

ｙ
て
に
位
置
し・こ
内

裏
関
係
殿
舎
の
改
築

と
八
る
こ
と
の
で
き

る
七
の
で
、
官
衙
地

域
の
編
年
の
幵
　３

期
に
は
丿
一
致
卞
る

と
み
ら
れ
る
．

以
Ｌ
の
よ
う
に
、

６
　Ａ
Ａ（
）ぱ‥の
第
1
0

次
凋
査
二
よ
つ
て
、

内
裏
が
現
在
刀
通
弥

ｆ
域
宮
跡
第９・
1
0
次兒
掘調
査
概要

一
条
通
り
以
北
に
』も
お
よ
ん
で
お
り
、
そ
の
地
に
平
安
宮
で［
蘭
林
坊
］
と
よ
ん

で
い
る
よ
う
な
内
裏
に
付
属
す
る一
郭
が
、
平
城
宮
に
も
あっ
た
こ
と
が
あ
き
ら

か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
第
１１‥一次
発
纈
調
査
地
域
につ
いて
も
、
本
年
報
編
巣
中
に・ぶ
ズそ
刀
歛

貌
が
あ
き
ら
か
に
なっ
だの
で
、
概
略
を
付
記
し
て
お
く
。

第
1
0
次
調
査
概
報
部
分
で
朏
れ
た
も
の
の
ほ
か
に
、
新
し
く
発
見
さ
れ
た
建
物

遺
脾
よ
４
棟
で
、
そ
の
う
ち
１
陳
は
礎
石
の
根
固
石
を
伴っ
た
も
の
で
あ
り
、
１

陳
は
据
竄
什
式
の
七
の
、
浅
る２
陳
よ
ド
ず
れ
七
根
固
石
を
もっ
仕
穴
で
あ
る
が
、

第
1
0
次・調
査
脊
見
のｙ
耳
苫
の
よ
う
に
七
と
掘冫一仕
式
の
七
の
を
改
造
し
た
も
の

か
ど
う
か
よ
情
渥
卞
るｆ
定
で‐
5
・る
ブでの
他
二
掘
立
往
册
が３
条
倹
出
さ
れ
て

卜
る
。
築
地
塀
ＳＡ
４８８よ
賍
へ
辿
続
し
て
祐‐り
、
西
雨
隅
十
り販
3
5
m
付
近
で
、

第
1
0
次
調
在
衆
兄
の
七
の
と
罔
崕
造
の
門
遺
碍
を
発
見
し
ド
ー
ら
に
柬
へ
約
4
0
m

追
求
し
たノ
ま
た
調
査
地
域
東
半
詐
の
ぶ冫冫（
）－
Ｚ
裨
ド
て
は
、内
裏
内
郭
築
地

回
廊
北
面
廊
の一
部
を
検
出
し
’卜
　６　ＡＢＢ
- 
-
Ｅ
地
区
匸
は
、
柬
に
南
北
方
向
の

素
掘
り
の
清
か
あ・
り
、
西
端
二
第
８
次
調
査
で
検
出
さ
友
た
築
地
塀∽冫ｗ
呂
の
南

延
長
部
分
を
隴
出
し
趾
二
ゐ
溝
と
築
地
塀
の
問
の
約
2
0
m
の
乱
分
は
整
地
層
乃

ヒ
に
バ
ラ
ス
を
二
旧
に
恆
卜て
お
犬
他
の・足
恠
よ
倹
出
さ
れ
た
かっ
かに
第
２

次
内
裏
外・卵‐こ
ふ冫コ（
）ド
ク
燧
術
地
蔵
と
の
巾
聞
子
勹
匈辿
路
晶
べご
Ｔ
ク
ーーる

廴
乃
と
考
え
ら
且
る
。

（
河
原
純
之
）

９

４
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